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直結直圧式計算書マニュアル 
（人数・戸数併用版） 
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① 本商品について 

この商品は集合住宅（ワンルーム・ファミリーマンション・店舗付きマンショ

ン）の直結直圧式給水の水理計算書です。 

 

 

 

 

 

可能な限り最低限の入力作業で水理計算ができるように設計しております。 

時短作業にお役立ていただけると幸いです。 

ろしおログ運営 辻 紘司 

 

 

 

 

 

 

 

 

※直結直圧とは水道本管から建物末端給水栓までポンプを介することなく、

本管の水圧のみで給水する方式。 
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② 購入およびダウンロードについて 

 

1. 購入画面 

当サイト（ろしおログ）の販売ページ（https://rosy-blog.com/contents-sale/）

の“計算書のご購入はこちら（クレカ決済に移動します）”をクリックします 

このような画面が立ち上がります（stripe決済システム） 

 

 

 

 

 

ここをクリック 

https://rosy-blog.com/contents-sale/
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お客様情報の入力をお願いします 

a. メールアドレス 

b. カード情報 

c. カード所有者名 

d. 国または地域 

ご入力の上、“￥○,○○○支払う”をクリックしてください 

 

 

 

a 

b 

c 

d 

ここをクリック 
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2. 購入完了画面 

購入が完了すると以下のウインドウが表示されますので、“直結直圧式計算書

〜ダウンロードページ”をクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをクリック 
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3. ダウンロード 

次に Googleドライブのダウンロードページに移動しますので、ダウンロ

ードアイコンをクリックしてください（ダウンロードが始まります。ダ

ウンロード後は解凍してご使用ください） 

Google Chromeの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Microsoft Edgeの場合 

 

 

 

 

 

③ 保存について 

ここをクリック 

ここをクリック 
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当ファイルは Excel の「Excel マクロ有効テンプレート」という種類で保

存されております。VBAマクロを起動すると元に戻すことができないという

仕様があることと、不用意な上書き保存で元データの構成が変わらないよう

にするためです。 

 通常の Excelファイル（Book）ではダブルクリックすると純粋に開くだけ

なのですが、テンプレートファイルはダブルクリックで開くと新しいブック

として起動します。 

※なお、テンプレートファイルの中身をどうしても触りたい場合はファイル

を選択して右クリック→“開く”をクリックするとテンプレートファイルを開

くことができます。 

 

1. 名前を付けて保存 

ダブルクリックをしてファイルを開いたら、新しいブックとして起動

するので初めに名前を付けて保存をしてください。 

このとき、ファイルの種類は「Excelマクロ有効ブック」にて保存して

ください。（普通のブックでは VBAマクロが起動できません） 

 



9 
 

 

2. 上書き保存 

名前を付けて保存を一度でも行えば、以降は通常通り上書き保存で問

題ありません。名前を付けて保存を行わずに上書き保存をした場合は、自

動で名前を付けて保存になります。 

ただし、Excel マクロ有効テンプレートを右クリックで開いた場合は、

上書き保存されてしまいますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

Excel マクロ有効ブックにします 
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④ 同時使用水量を求める 

“同時使用水量”シートを選択します 

1. 建物の概要を入力します※お客様ご要望により追加 

（黄色セルに数値のみでＯＫですが、以後の計算には反映されません） 

 

2. 区間を入力する（※10行目以降に変更） 

 基本は左側の黄色セルにカタカナの「ア～ト」がリスト選択できるよう

にしております（Ａ,C列） 
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 区間は任意の文字入力が可能になっています（例：アルファベット） 

 

 

 

3. 管延長を入力する 

 各区間の配管延長距離を入力します（Ｄ列） 

 

 

4. 同時使用水量を表示させる※お客様ご要望により水量範囲増加 

Ｋ列に数値入力、Ｌ列を“人”,”戸”,”栓”の中からリスト選択します 

“人”,”戸”の場合は公式で計算した小数点を丸めた数値を別シート 

「人数・戸数同時使用」より自動選択されます。 

※戸数 144 戸、人数 500 人に増加 

 

 

 

 

自動選択 
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“栓”の場合は１栓のときは１３㎜１栓を仮定して 15ℓ、２栓の場合は 

25ℓを自動選択します。 

 

 

 

店舗付共同住宅などは直接入力で任意の数字を入れることができます 

 

 

 

 

5. 区間の同時使用水量を集計する 

同区間で同時使用水量をまとめたいときは、まとめたい区間をドラッ

グし、「合計したい行を選択し合計行を追加」というコマンドボタンをク

リックすると、ドラッグした最下行の下に一行合計行を追加します 

 

 

 

自動選択 

1．ドラッグ 2．クリック 
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 以下のようになります（VBAマクロなので戻るボタンは使えません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※VBA マクロを起動する際、データを守る手段としてプログラムの初めに

上書き保存されるようにしています。注意点は下記にて 

① ダブルクリックファイル起動→（名前を付けて保存なし） 

→マクロ起動はエラーになります 

② 名前を付けて保存→マクロ起動→上書き保存→マクロ終了 

→“戻る”ボタンは不可 

しかし、そのまま保存せずに当該ファイルを閉じて、再度開けばマク

ロ起動前の状況に戻ることが可能です。 
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6. 入力行を追加する 

行をクリックして選択し、「選択セルの行を下行にコピー」コマンドボ

タンをクリックすると行を複写挿入することができます 

 

 

 

 

 

 

以下のようになります（VBAマクロなので戻るボタンは使えません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．行でクリック 2．クリック 

行がコピーされました 
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7. 空白行を非表示にする 

 不要な行を削除する場合はＡ～Ｑ列、そして色がついた行範囲におい

てすべて選択して削除（Delete）します。（その下 25 行目の下罫線の部

分は削除しないでください）※数式も削除されるので再度利用する場合

は上のセルをコピーしてください（他のシートでも同様です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. セルを選択して削除 
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その後、「空白行非表示」というコマンドボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

以下のようになります（VBAマクロなので戻るボタンは使えません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. クリック 
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⑤ 管径の仮決定を行う 

“管径仮決定”シートを選択します 

1. 同時使用水量を転記する 

「同時使用水量シートから転記します」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 
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以下のようになります（VBAマクロなので戻るボタンは使えません） 

 

 

 

 

 

 

 

2. 区間の形状を入力する 

給水主管、立上り管、横引管、引込み管の中から区間の形状をリスト選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

転記されました 

リスト選択 
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3. 区間ごとの口径を仮決定する 

 J4 セル（ア～イ）のメーター口径をリスト選択することによってイ以

降のも自動選択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 空白行を非表示にする 

不要な行を削除する場合はＡ～X列、そして 50行まですべて選択して削

除（Delete）します。 

 

 

 

 

 

自動選択 

リスト選択 

1.セルを選択して削除 
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その後、「空白行非表示」というコマンドボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

以下のようになります（VBAマクロなので戻るボタンは使えません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. クリック 
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⑥ 摩擦損失を求める 

摩擦損失を求めるシートは流量と口径から動水勾配を表から参照し、損失

水頭を計算する“摩擦損失”シート（京都市仕様）とウエストン公式およびへ

ーゼン・ウイリアムス公式で損失水頭を求める“摩擦損失 (ウエストン・へー

ゼン)”シートがあります。 

表の列配置が違うということのみで基本的には自動参照・自動選択ですの

で、使用方法（入力のステップ）は変わりません。 

取扱説明書としては一般的な計算方法である“摩擦損失 (ウエストン・へー

ゼン)”シートで説明します。 

 

よって“摩擦損失 (ウエストン・へーゼン)”シートを選択します 

1. 区間を選択する 

区間は黄色セルのリストで選択します。ここでの区間は管径仮決定の

表から区間を参照するようにしてます。（管径仮決定の表を印刷しない場

合でも、同時使用水量シートからの転記だけは行ってください） 

 

 

 

 



22 
 

 区間を入れると流量及び水管長が自動で入力されます 

 

 

 

 

2. 口径、器具・継手の選択、個数を入力する 

クリーム色のセルの数字を選択します 

 

 

 

 

 

ラベルにあらかじめコメントを入れておりますので、器具に対応する

数値を入力して下さい。 

 

 

 

 

3. 区間の摩擦損失を集計する 
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器具・継手類の種類や数値は、カスタマイズできます → P29 

 器具の数量を入力すると、器具の直管換算長が表示され計算されます 

（75 ㎜未満はウエストン公式なので流体係数は不要です） 

 

 

 

 

3. 区間の摩擦損失を集計する 

    同じ区間で数値の違う直管換算長の器具や継手を使う場合は集計して

から損失水頭を求めます。その際は同時使用水量シートと同様に、まとめ

たい区間をドラッグし、「合計したい行を選択し結合集計する」コマンド

ボタンをクリックするとドラッグした行の部分を一部結合して集計し、

損失水頭を求めます 

  

 

 

以下のようになります（VBAマクロなので戻るボタンは使えません） 

 

 

1．ドラッグ 2．クリック 
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4. 最終集計を行う 

 最終の区間まで計算したら、最終の集計を行います。 

a. B１セルの階数をリストで選択すると残水頭と比較する数値が変わ

ります。2階→20.0ｍ、３階→25.0ｍ、4階→30.0ｍ、5階→35.0ｍ 

 

 

 

 

b. 配水管から給水栓までの高さの入力（立上り管、立下り管の合計） 

 

 

 

 

 

c. 末端給水栓の最小動水圧の入力 

 

 

 

 

リスト選択 

数値を入力 

数値を入力 
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⑦ 印刷について 

1. 基本仕様 

 印刷するシートに関してはすべて「改ページプレビュー」で範囲指定し

ております。プリンターにより設定が変わりますので詳細設定はお願い

いたします。 

また、セルに塗りつぶしで色がついてますが、白黒印刷でモノクロプリ

ントするようになってます。 
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2. 余白の調整 

 Excelの標準機能を使って調整します。いくつか紹介します 

a. 印刷画面の左側の余白のメニューから選択する 

 

 

 

 

  

  

 

b. ユーザー設定の余白→ページ設定→余白 数値を設定する 
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c. 印刷画面の左下（左側）のアイコンをクリックし、余白線を調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 左側をクリック 

内
側
の
線
を
調
整 

外側の線を調整 
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3. 倍率の調整 

Excelの標準機能を使って調整します。いくつか紹介します 

a. 印刷画面の左側の拡大縮小のメニューから選択する 

 

 

 

 

 

 

 

b. 拡大縮小のオプション→拡大/縮小→％を調整する 

 

 

 

 

 

 

 

 

倍率を変更する 
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⑧ カスタマイズ 

1. 器具直管換算長の変更 

 器具直管換算長は「器具類」シートの中身を変更することで計算の数値

を変えることができます。ただし、「摩擦損失」シートのコメントは手入

力で変更するしかありません。 
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2. その他の変更について 

 その他のカスタマイズ・計算書ひな形新規作成については有償にてお

引き受けいたします。 

その際は、公式 LINEアカウント（https://lin.ee/76HwRzO）にて承りま

すので、チャットでご連絡お願いいたします。 

https://lin.ee/76HwRzO
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